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▲３日半窯にまきをくべ続ける

▲利用施設の一つ「くしはら温泉ささゆりの湯」

『
忘
れ
て
な
い
？

　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認
』

陶
土
の
産
出
地
「
山
岡
町
」
で

年
に
一
度
の
窯
た
き
イ
ベ
ン
ト

登
り
窯
フ
ェ
ア
に

お
越
し
く
だ
さ
い

火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
を
迎
え
ま
す

　
　

　
山
岡
町
の
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は

「
倒と

う
え
ん
し
き

炎
式
三さ

ん
れ
ん
ぼ
う

蓮
房
登
り
窯
」
が
あ
り
、
年

に
一
度
、
陶
芸
教
室
な
ど
の
作
品
を
焼
き

上
げ
ま
す
。
窯
た
き
は
、
炙
り
た
き
（
空

た
き
）
に
始
ま
り
、
窯
詰
め
、
窯
た
き
、

窯
出
し
を
行
い
ま
す
。
窯
た
き
は
３
日
半

か
け
て
昼
夜
休
ま
ず
ま
き
を
く
べ
、
窯
の

中
の
温
度
は
１
２
３
０
度
に
も
な
り
ま

す
。
こ
の
貴
重
な
機
会
に
合
わ
せ
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
や
飲
食
を
楽
し
む
登
り
窯

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
窯
た
き
見
学
や

体
験
、
窯
出
し
見
学
も
で
き
ま
す
。

窯
た
き
見
学
・
体
験
（
要
予
約
）

□
と
き
　
１０
月
１２
日
㈮
午
前
１０
時
～
１０
月

１４
日
㈰
午
後
５
時
　

□
対
象
　
小
学
３
年
生
以
上
（
小
学
生
の

場
合
は
保
護
者
同
伴
）

□
料
金
　
無
料

□
服
装
　
綿
の
長
袖
シ
ャ
ツ
、長
ズ
ボ
ン
、

動
き
や
す
い
靴

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む
。

登
り
窯
フ
ェ
ア

□
と
き
　
１０
月
１４
日
㈰
午
前
１１
時
～
午
後

３
時

□
内
容
　
ろ
く
ろ
の
無
料
体
験
、
と
ん
ぼ

玉
体
験
、
粘
土
で
遊
ぼ
う
、
松
茸
ご
飯
や

豚
汁
、
窯
焼
き
ピ
ザ
の
販
売
な
ど

窯
出
し
見
学
　

□
と
き
　
１０
月
２１
日
㈰
午
前
１０
時
～
正
午

共
通

□
と
こ
ろ
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
５

６
―
４
５
６
７
（
木
曜
日
休
館
）　
　

高
齢
者
な
ど
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や

介
護
予
防
に
つ
な
げ
る
た
め

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助

補
助
金
申
請
の

受
け
付
け
を
開
始

温
泉
施
設
の
利
用
料

助
成
を
活
用
く
だ
さ
い

　　
正
し
く
施
工
さ
れ
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク

塀
や
老
朽
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
地
震

時
に
倒
壊
し
て
通
行
人
に
危
害
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
避
難
や
救
助

活
動
の
妨
げ
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
市
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に

よ
る
人
命
へ
の
危
険
を
防
ぎ
、
避
難
路
を

確
保
す
る
た
め
、
道
路
な
ど
に
面
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

□
受
付
開
始
日
　
１０
月
１０
日
㈬

□
申
し
込
み
先
　
危
機
管
理
課

□
申
し
込
み
方
法
　
事
前
相
談
の
上
、
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類

を
添
え
て
窓
口
に
持
参
す
る
。
申
請
書
は

危
機
管
理
課
や
各
振
興
事
務
所
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.city.ena.

lg.jp)

で
入
手
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
危
機
管
理
課
（
本
庁
舎
３
階
、

内
線
３
５
３
）

　
市
で
は
、
温
泉
施
設
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
な
ど
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や

介
護
予
防
に
つ
な
げ
る
た
め
、
温
泉
施
設

の
利
用
料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

温
泉
に
入
っ
て
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。

□
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市

内
在
住
の
方
。
❶
６５
歳
以
上
の
方
❷
介
護

保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
度
３
以
上
の
方

と
介
助
者
１
人
❸
身
体
障
害
者
手
帳
（
１

～
３
級
）、
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
１
）
を

持
つ
方
と
介
助
者
１
人
❹
助
成
の
対
象
と

な
る
方
の
み
で
構
成
す
る
３
人
以
上
の
団

体□
利
用
日
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
は
除
く
）

□
利
用
施
設
　
恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
、
か
ん
ぽ
の
宿
恵
那
、
花
白
温
泉
花
白

の
湯
、
く
し
は
ら
温
泉
さ
さ
ゆ
り
の
湯

□
助
成
　
１
回
の
利
用
料
か
ら
１
人
３
０

０
円
を
助
成
す
る
助
成
券
を
発
行
。

■�

所
有
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
安
全

で
す
か
？

□
利
用
回
数
　
個
人
は
年
４
回
ま
で
、
団

体
は
何
回
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
高
齢
福
祉
課
や
各
振

興
事
務
所
の
窓
口
で
申
し
込
む
。

※
個
人
の
申
し
込
み
は
即
日
助
成
券
を
交

付
し
ま
す
。
団
体
の
申
し
込
み
は
、
利
用

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

　
　
　
　
高
齢
福
祉
課
（
西
庁
舎
１
階
、

内
線
１
６
５
）

■�

貴
重
な
窯
た
き
見
学
や
体
験
が

で
き
ま
す

申
・
問

申
・
問

　
　

　
１１
月
９
日
㈮
か
ら
１５
日
㈭
ま
で
「
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思
想

の
普
及
と
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
の

防
火
標
語
は
『
忘
れ
て
な
い
？
　
サ
イ
フ

に
ス
マ
ホ
に
　
火
の
確
認
』
で
す
。

　
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
空
気
が
非
常

に
乾
燥
し
、
風
も
強
く
な
り
ま
す
。
一
度

火
災
が
発
生
す
る
と
、
大
火
災
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
市
内
で
は
、
家
の

周
囲
や
田
畑
の
刈
り
草
や
枝
葉
の
焼
却
か

ら
、
火
災
に
至
る
事
例
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
焼
却
す
る
場
合
は
、

消
火
の
準
備
を
行
い
、
風
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
恵
那
消
防
署
☎
２
６
―
０
１
１
９
、

岩
村
消
防
署
☎
４
３
―
０
１
１
９
、
明
智

消
防
署
☎
５
５
―
０
１
１
９
、
上
矢
作
分

署
☎
４
７
―
０
１
１
９

■�

「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す

申
・
問

問 ■�

市
内
の
温
泉
施
設
４
カ
所
で
利

用
で
き
ま
す

市ブロック塀等撤去補助金の内容

Q１．どんなブロック塀が補助金の対  

　　　象になるの？

　コンクリートブロック塀や石塀、コ
ンクリート塀またはレンガ塀で高さ
０．６㍍以上かつ長さ２㍍以上で道路及
び公共施設の敷地に面するものが対象
です。

Q２．補助金を申請できるのはどんな

　　　人？

　市内にあるブロック塀などを所有す
る個人または法人です。

Q３．補助金の金額はいくら？

　ブロック塀などの撤去に要した経費
と、撤去したブロック塀などの面積に
１平方㍍当り１万円を乗じた額を比較
して、いずれか少ない額の２分の１（上
限３０万円）を補助します。
　ただし、通学路または避難路につい
ては、２０２０年３月３１日までの緊急
措置で、３分の２（上限３０万円）を
補助します。

住宅火災から命を守る七つのポイント
■三つの習慣
　① 寝たばこは、絶対やめる。 
　② ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用する。 
　③ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 
■四つの対策 
　① 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 
　② 寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。 
　③ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。 
　④ お年寄りや身体の不自由な方を守るために、隣近所の協力体制をつくる。


